
研究機関名：旭川医科大学 
 
承認番号 １５ＣＬ００１ 
課題名 ゲルカラム法における輸血検査の評価研究 
研究期間 倫理委員会承認日 ～ 平成 2017 年 3 月 31 日 
利用する情報、検体 ■診療情報（詳細：性別、年齢、臨床診断名、輸血歴、妊娠歴） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 
■血液 
□その他（ ） 
※以下の期間に収集した情報、検体が対象となります  
倫理委員会承認日 ～ 平成 28 年 1 月 31 日 

研究の意義、目的 現在、本学では血液型検査や不規則抗体検査にはカラム凝集法を用いた全自動

輸血検査装置である オートビュー（オーソ・クリニカル・ダイアグノスティック

ス株式会社）を使用しています。カラム凝集法には、ガラスビーズを用いた方法

とデキストランゲルを用いた方法があり、当院で使用している オートビューはガ

ラスビーズを用いています。 

 今回の検討では、デキストランゲルを用いたカラム凝集法を測定原理とした全

自動輸血検査装置Erytra（ 和光純薬工業株式会社 ）による血液型検査や不規則

抗体検査を実施し、ガラスビーズを用いたオートビューによる血液型検査や不規

則抗体検査との反応性の違いや強弱等について比較検討を行います。本検討にて

得られた解析データは、販売メーカーの自動輸血検査装置や試薬の開発やサービ

ス向上に対して有意義であると考えられ、学会等の外部公表を実施したいと考え

ています。 
 

 
← オートビューとErytraでは、カラム部に用いられる

ものが異なります。この差異による反応性の違いや強弱

等を比較検討します。 

研究の方法 以下の項目について、オートビュー（オーソ・クリニカル・ダイノスティック

ス株式会社）との結果を比較検討します。 
１）血液型（ABO 及び Rh(D)）一致率 
２）血液型亜型検体における反応性 
３）不規則抗体スクリーニング検査における抗体検出の一致率 
４）不規則抗体同定検査における抗体検出の差異 
５）直接抗グロブリン検査の陽性率、D.C.Scan カードの有用性 

  



その他 本研究は、和光純薬工業株式会社より受託研究費および本研究に使用する試薬、

関連する消耗品を提供して頂きますが、本研究の利害関係については、旭川医科

大学利益相反審査委員会の審査と了承を得ています。また、本研究の経過を定期

的に旭川医科大学利益相反審査委員会へ報告等を行うことにより、本研究の企業

との利害関係について適正にマネジメントし、公平性を保ちます。評価結果発表

の際、和光純薬工業株式会社からの受託研究であることを明示します。 
個人情報について 利用する情報や検体からは、お名前やご住所など、個人が特定できる情報は削

除して取り扱いますので、個人情報が外部に漏えいすることはありません。研究

成果発表（学会発表、学術論文への投稿）の際にも、個人が特定できる情報は利

用しません。 
問い合わせ等の 
窓口 

所属：臨床検査・輸血部  
氏名：友田 豊 
電話番号：0166-69-3351  

 


